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(54)【発明の名称】 タッチパネル一体型の液晶表示素子

(57)【要約】
【目的】  本発明はリペア工程の際に偏光板とタッチパ
ネルの分離を容易にすることができるタッチパネル一体
型の液晶表示素子に関するものである。
【解決手段】  本発明によるタッチパネル一体型の液晶
表示素子は液晶パネルと、前記液晶パネルの上に形成さ
れるタッチパネルと、前記液晶パネルとタッチパネルの
間に形成される偏光板と、前記タッチパネルと偏光板の
間に形成される第１接着剤と、前記偏光板と液晶パネル
の間に形成される第２接着剤とを具備して、前記第２接
着剤は前記第１接着剤の接着力より強いことを特徴とす
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶パネルと、前記液晶パネルの上に形
成されるタッチパネルと、前記液晶パネルとタッチパネ
ルとの間に形成される偏光板と、前記タッチパネルと偏
光板との間に形成される第１接着剤と、前記偏光板と液
晶パネルとの間に形成される第２接着剤とを具備して、
前記第２接着剤は、前記第１接着剤の接着力より大きな
接着力を有することを特徴とするタッチパネル一体型の
液晶表示素子。
【請求項２】  前記第２接着剤の接着力は、約１ｋｇ/
２５ｍｍであることを特徴とする請求項１記載のタッチ
パネル一体型の液晶表示素子。
【請求項３】  前記第１接着剤の接着力は、約１ｋｇ/
２５ｍｍ未満であることを特徴とする請求項１記載のタ
ッチパネル一体型の液晶表示素子。
【請求項４】  前記タッチパネルは、第１及び第２表面
を有する上部基板と、前記上部基板の第１表面の上に形
成される第１電極層と、第１及び第２表面を有する下部
基板と、前記下部基板の第１表面の上に形成される第２
電極層と、前記上部基板の第１表面と下部基板の第１表
面との間に形成されるスペーサーとを具備することを特
徴とする請求項１記載のタッチパネル一体型の液晶表示
素子。
【請求項５】  前記偏光板は、前記第１接着剤により前
記下部基板の第２表面と接続されることを特徴とする請
求項４記載のタッチパネル一体型の液晶表示素子。
【請求項６】  前記第１及び第２電極層は、透明の導電
性物質で形成されることを特徴とする請求項４記載のタ
ッチパネル一体型の液晶表示素子。
【請求項７】  前記第１及び第２電極層は、透明の導電
性物質の上に形成される銀（Ａｇ）からなることを特徴
とする請求項６記載のタッチパネル一体型の液晶表示素
子。
【請求項８】  前記タッチパネルは、第１及び第２表面
を有する上板と、第１及び第２表面を有する下板と、前
記下板の第１表面と上板の第１表面との間に形成される
スペーサーとを具備することを特徴とする請求項１記載
のタッチパネル一体型の液晶表示素子。
【請求項９】  前記偏光板は、前記第２接着剤により前
記上板の第２表面と接合されることを特徴とする請求項
８記載のタッチパネル一体型の液晶表示素子。
【請求項１０】  前記上板は、上板の第２表面の上に形
成されるブラックマトリックスと、前記ブラックマトリ
ックスが形成された上板の第２表面の上に形成されるカ
ラーフィルターと、前記カラーフィルターの上に形成さ
れる共通電極と、前記共通電極を覆うように形成される
第１配向膜とを具備することを特徴とする請求項８記載
のタッチパネル一体型の液晶表示素子。
【請求項１１】  前記偏光板は、液晶パネルの上板の第
２表面と前記タッチパネルの下板の第２表面との間に形
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成されることを特徴とする請求項１０記載のタッチパネ
ル一体型の液晶表示素子。
【請求項１２】  前記下板には、前記下板の第１表面の
上に第１方向に沿って形成されるゲートラインと、前記
ゲートラインと交差するように前記第１方向と垂直な第
２方向に沿って形成されるデータラインと、前記ゲート
ラインとデータラインとの交差部に形成される薄膜トラ
ンジスタと、前記薄膜トランジスタと接続される画素電
極と、前記画素電極を覆うように形成される第２配向膜
とを具備することを特徴とする請求項８記載のタッチパ
ネル一体型の液晶表示素子。
【請求項１３】  タッチパネルを形成する段階と、第１
接着剤により前記タッチパネルの第１表面の上に偏光板
の第１表面を接着する段階と、液晶パネルを形成する段
階と、第２接着剤により前記偏光板の第２表面の上に前
記液晶パネルの第１表面を接着する段階とを含み、前記
第２接着剤の接着力は、前記第１接着剤の接着力より強
いことを特徴とするタッチパネル一体型の液晶表示素子
の製造方法。
【請求項１４】  前記第２接着剤の接着力は、約１ｋｇ
/２５ｍｍであることを特徴とする請求項１３記載のタ
ッチパネル一体型の液晶表示素子の製造方法。
【請求項１５】  前記第１接着剤の接着力は、約１ｋｇ
/２５ｍｍ未満であることを特徴とする請求項１３記載
のタッチパネル一体型の液晶表示素子の製造方法。
【請求項１６】  前記タッチパネルを形成する段階は、
上部基板の第１表面の上に第１電極層を形成する段階
と、下部基板の第１表面の上に第２電極層を形成する段
階と、前記上部基板の第１表面と下部基板の第１表面と
の間にスペーサーを形成する段階を含むことを特徴とす
る請求項１３記載のタッチパネル一体型の液晶表示素子
の製造方法。
【請求項１７】  前記第１及び第２電極層は、透明の導
電性物質で形成されることを特徴とする請求項１６記載
のタッチパネル一体型の液晶表示素子の製造方法。
【請求項１８】  前記第１及び第２電極層は、透明の導
電性物質の上に形成される銀（Ａｇ）からなることを特
徴とする請求項１７記載のタッチパネル一体型の液晶表
示素子の製造方法。
【請求項１９】  前記第１接着剤により前記偏光板の第
１表面を接着する段階は、前記第１接着剤により下部基
板の第２表面を接着する段階を含むことを特徴とする請
求項１６記載のタッチパネル一体型の液晶表示素子の製
造方法。
【請求項２０】  前記液晶パネルを形成する段階は、上
板の第１表面と下板の第１表面との間にスペーサーを形
成する段階を含むことを特徴とする請求項１３記載のタ
ッチパネル一体型の液晶表示素の製造方法。
【請求項２１】  前記液晶パネルの第１表面を接着する
段階は、前記第２接着剤により上板の第２表面に前記偏
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光板の第２表面を接着する段階を含むことを特徴とする
請求項２０記載のタッチパネル一体型の液晶表示素子の
製造方法。
【請求項２２】  前記液晶パネルを形成する段階は、前
記上板の第２表面の上にブラックマトリックスを形成す
る段階と、前記ブラックマトリックスが形成された上板
の第２表面の上にカラーフィルターを形成する段階と、
前記カラーフィルターの上に共通電極を形成する段階
と、前記共通電極を覆うように形成される第１配向膜を
形成する段階とを含むことを特徴とする請求項２０記載
のタッチパネル一体型の液晶表示素子の製造方法。
【請求項２３】  前記液晶パネルを形成する段階は、前
記下板の第１表面の上に第１方向に沿ってゲートライン
を形成する段階と、前記ゲートラインと交差するように
前記第１方向と垂直な第２方向に沿ってデータラインを
形成する段階と、前記ゲートラインとデータラインとの
交差部に薄膜トランジスタを形成する段階と、前記薄膜
トランジスタと接続される画素電極を形成する段階と、
前記画素電極を覆うように第２配向膜を形成する段階と
を含むことを特徴とする請求項２０記載のタッチパネル
一体型の液晶表示素子の製造方法。
【請求項２４】  前記偏光板は、液晶パネルの上板の第
２表面と前記タッチパネルの下板の第２表面との間に形
成されることを特徴とする請求項２０記載のタッチパネ
ル一体型の液晶表示素子の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明はタッチパネルの一体
型の液晶表示素子に関するもので、特にリペア工程の際
に偏光板とタッチパネルの分離を容易にすることができ
るタッチパネル一体型の液晶表示素子に関するものであ
る。
【０００２】
【従来の技術】タッチパネルは陰極線管（Cathode  Ray
  Tube：ＣＲＴ）、液晶表示素子（Liquid  Crystal  D
isplay：ＬＣＤ）、電界放出表示素子（Field  Emissio
n  Display：ＦＥＤ）、プラズマディスプレーパネル
（Plasma  Display  Panel：ＰＤＰ）及び電界発光素子
（Electro  Luminescence  Device：ＥＬＤ）などのよ
うな画像表示素子の表示面に設置されて使用者が画像表
示素子を見ながらタッチパネルに加圧してコンピュータ
にすでに定められた情報を入力するコンピュータ周辺素
子である。
【０００３】ここでは液晶表示素子での液晶パネルと一
体化されたタッチパネルの関して主に説明する。
【０００４】一般的に、タッチパネル（３２）が装着さ
れる液晶表示素子は図１に図示されるようにタッチパネ
ル（３２）、液晶パネル（３１）、バックライト（３
３）がすべて独立的に存在して、これを動作させるため
にタッチパネル（３２）が信号線（３６）（ＦＰＣ）に
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よりタッチ・コントローラ（３４）に接続されて、タッ
チ・コントローラ（３４）はまたコンピュータ本体（３
５）に電気的に接続される。
【０００５】これの動作を説明すると、タッチパネル
（３２）の上部に一定以上の圧力でタッチをすると、そ
の位置での電圧値がタッチ・コントローラ（３４）で計
算されて座標を認識する。
【０００６】図２は図１にタッチパネルが登載された液
晶表示素子を示す図である。図２を参照すると、上板
（３２ａ）と下板（３２ｂ）とになったタッチパネル
（３２）と、上板（３１ａ）と下板（３１ｂ）とになっ
たタッチパネル（３２）と液晶パネル（３１）の間に形
成される偏光板（４）とを具備する。
【０００７】タッチパネル（３２）は上板（３２ａ）の
上部基板上に形成される上部電極と、下板（３２ｂ）の
下部基板上に形成される下部電極と、上板（３２ａ）と
下板（３２ｂ）の間隔を維持するためのスペーサーとを
具備する。
【０００８】液晶パネル（３１）は上板（３１ａ）の上
部基板の上に形成される上部電極と、下板（３１ｂ）の
下部基板上に形成される多数の下部電極などと、この電
極などの上に形成される配向膜などと、配向膜の上に形
成される液晶と、上板（３１ａ）と下板（３１ｂ）の間
のセル間隔を制御するように形成されるスペーサーとを
具備する。また、上板（３１ａ）と下板（３１ｂ）の縁
には外部から液晶パネル（３１）の内部に水分及び不純
物の浸透を防止するため、上板（３１ａ）と下板（３１
ｂ）を接着及び固定させる実材が形成される。
【０００９】偏光板（４）はタッチパネル（３２）の下
板（３２ｂ）と液晶パネル（３１）の上板（３２ａ）の
間に形成されて液晶パネル（３１）を中心に両面で可視
光線を直線偏光に変えてあげる役割をする。
【００１０】タッチパネル（３２）の下板（３２ｂ）と
偏光板（４）の間には第１接着剤（３９ａ）が形成され
て、液晶パネル（３１）の上板（３２ａ）と偏光板
（４）の間には第２接着剤（３９ｂ）が形成される。偏
光板（４）を間に置いて形成される第１及び第２接着剤
（３９ａ、３９ｂ）によりタッチパネル（３２）と液晶
パネル（３１）が接着される。
【００１１】このような第１及び第２接着剤（３９ａ、
３９ｂ）の接着剤を比べてみると、第１接着剤（３９
ａ）の接着力は第２接着剤（３９ｂ）の接着力と同じか
大きく形成される。これにより、タッチパネル（３２）
の修理のためにタッチパネル（３２）を偏光板（４）と
液晶パネル（３１）で分離する場合、タッチパネル（３
２）と偏光板（４）が共に分離されて偏光板（４）が損
傷される問題点がある。
【００１２】
【発明が解決しようとする課題】本発明の目的はリペア
工程の際に偏光板とタッチパネルの分離を容易にするこ
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とができるタッチパネル一体型の液晶表示素子を提供す
るのにある。
【００１３】
【発明の構成及び作用】前記目的を達成するために、本
発明によるタッチパネル一体型の液晶表示素子は、液晶
パネルと、前記液晶パネルの上に形成されるタッチパネ
ルと、前記液晶パネルとタッチパネルとの間に形成され
る偏光板と、前記タッチパネルと偏光板との間に形成さ
れる第１接着剤と、前記偏光板と液晶パネルとの間に形
成される第２接着剤とを具備して、前記第２接着剤は、
前記第１接着剤の接着力より大きな接着力を有すること
を特徴とする。前記第２接着剤の接着力は、約１ｋｇ/
２５ｍｍであることを特徴とする。前記第１接着剤の接
着力は、約１ｋｇ/２５ｍｍ未満であることを特徴とす
る。
【００１４】前記タッチパネルは第１及び第２表面を有
する上部基板と、前記上部基板の第１表面の上に形成さ
れる第１電極層と、第１及び第２表面を有する下部基板
と、前記下部基板の第１表面の上に形成される第２電極
層と、前記上部基板の第１表面と下部基板の第１表面と
の間に形成されるスペーサーとを具備することを特徴と
する。前記偏光板は、前記第１接着剤により前記下部基
板の第２表面と接続されることを特徴とする。
【００１５】前記第１及び第２電極層は、透明の導電性
物質で形成されることを特徴とする。
【００１６】前記第１及び第２電極層は、透明の導電性
物質の上に形成される銀（Ａｇ）からなることを特徴と
する。
【００１７】前記タッチパネルは、第１及び第２表面を
有する上板と、第１及び第２表面を有する下板と、前記
下板の第１表面と上板の第１表面との間に形成されるス
ペーサーとを具備することを特徴とする。
【００１８】前記偏光板は、前記第２接着剤により前記
上板の第２表面と接合されることを特徴とする。
【００１９】前記上板は、上板の第２表面の上に形成さ
れるブラックマトリックスと、前記ブラックマトリック
スが形成された上板の第２表面の上に形成されるカラー
フィルターと、前記カラーフィルターの上に形成される
共通電極と、前記共通電極を覆うように形成される第１
配向膜とを具備することを特徴とする。
【００２０】前記偏光板は、液晶表示パネルの上板の第
２表面と前記タッチパネルの下板の第２表面との間に形
成されることを特徴とする。
【００２１】前記下板には、前記下板の第１表面の上に
第１方向につれて形成されるゲートラインと、前記ゲー
トラインと交差するように前記第１方向と垂直な第２方
向に沿って形成されるデータラインと、前記ゲートライ
ンとデータラインとの交差部に形成される薄膜トランジ
スタと、前記薄膜トランジスタと接続される画素電極
と、前記画素電極を覆うように形成される第２配向膜と
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を具備することを特徴とする。
【００２２】前記目的を達成するために、本発明による
タッチパネル一体型の液晶表示素子の製造方法は、タッ
チパネルを形成する段階と、第１接着剤により前記タッ
チパネルの第１表面の上に偏光板の第１表面を接着する
段階と、液晶表示パネルを形成する段階と、第２接着剤
により前記偏光板の第２表面の上に前記液晶表示パネル
の第１表面を接着する段階とを含み、前記第２接着剤の
接着力は前記第１接着剤の接着力より強いことを特徴と
する。前記第２接着剤の接着力は、約１ｋｇ/２５ｍｍ
であることを特徴とする。前記第１接着剤の接着力は、
約１ｋｇ/２５ｍｍ未満であることを特徴とする。
【００２３】前記タッチパネルを形成する段階は、上部
基板の第１表面の上に第１電極層を形成する段階と、下
部基板の第１表面の上に第２電極層を形成する段階と、
前記上部基板の第１表面と下部基板の第１表面の間にス
ペーサーを形成する段階を含むことを特徴とする。
【００２４】前記第１及び第２電極層は、透明の導電性
物質で形成されることを特徴とする。
【００２５】前記第１及び第２電極層は、透明の導電性
物質の上に形成される銀（Ａｇ）からなることを特徴と
する。
【００２６】前記第１接着剤により前記偏光板の第１表
面を接着する段階は、前記第１接着剤により下部基板の
第２表面を接着する段階を含むことを特徴とする。
【００２７】前記液晶表示パネルを形成する段階は、上
板の第１表面と下板の第１表面との間にスペーサーを形
成する段階を含むことを特徴とする。
【００２８】前記液晶表示パネルの第１表面を接着する
段階は、前記第２接着剤により上板の第２表面に前記偏
光板の第２表面を接着する段階を含むことを特徴とす
る。
【００２９】前記液晶パネルを形成する段階は、前記上
板の第２表面の上にブラックマトリックスを形成する段
階と、前記ブラックマトリックスが形成された上板の第
２表面の上にカラーフィルターを形成する段階と、前記
カラーフィルターの上に共通電極を形成する段階と、前
記共通電極を覆うように形成される第１配向膜を形成す
る段階を含むことを特徴とする。
【００３０】前記液晶パネルを形成する段階は、前記下
板の第１表面の上に第１方向に沿ってゲートラインを形
成する段階と、前記ゲートラインと交差するように前記
第１方向と垂直な第２方向に沿ってデータラインを形成
する段階と、前記ゲートラインとデータラインとの交差
部に薄膜トランジスタを形成する段階と、前記薄膜トラ
ンジスタと接続される画素電極を形成する段階と、前記
画素電極を覆うように第２配向膜を形成する段階を含む
ことを特徴とする。
【００３１】前記偏光板は、液晶表示パネルの上板の第
２表面と前記タッチパネルの下板の第２表面との間に形
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7
成されることを特徴とする。
【００３２】
【作用】本発明によるタッチパネル一体型の液晶表示素
子はリペア工程の際に偏光板とタッチパネルの分離を容
易にすることができる。
【００３３】
【発明の実施態様】前記目的以外に本発明の異なる目的
及び特徴などは添付した図面などを参照した実施例に対
する説明を通して明らかになるだろう。
【００３４】以下、図３乃至図５を参照して本発明の好
ましい実施例に対して説明する。
【００３５】図３は本発明の実施例によるタッチパネル
が装着された液晶表示素子を表す断面図である。
【００３６】図３を参照すると、タッチパネルが装着さ
れた液晶表示素子はタッチパネル（１３２）、液晶パネ
ル（１３１）及びバックライト（図示しない）とを具備
する。タッチパネル（１３２）はタッチコントローラと
信号線によりコンピュータシステムと電気的に連結され
る。タッチパネル（１３２）は上板（１３２ａ）と、下
板（１３２ｂ）と、可視光を直線偏光に変換するために
液晶パネル（１３１）とタッチパネル（１３２）の間に
位置する偏光板（１４）とになる。
【００３７】液晶パネル（１３１）は下板（１３１ｂ）
と、下板（１３１ｂ）と対向して形成される上板（１３
２ａ）と、下板（１３２ｂ）と上板（１３１ａ）との間
に注入された液晶物質（１１４）及びスペーサー（１
５）とを具備する。
【００３８】下板（１３１ｂ）の下部基板（１３ｂ）の
上には、ゲートライン（１６）とデータラインとの交差
部に形成される薄膜トランジスタと、薄膜トランジスタ
のドレイン電極と接続される画素電極（１１０）とを具
備する。薄膜トランジスタは、ゲートライン（１６）に
接続されるゲート電極と、データラインに接続されるソ
ース電極及び画素電極（１１０）に接続されるドレイン
電極とを具備する。また、薄膜トランジスタはゲート電
極と、ソース及びドレイン電極の絶縁のためのゲート絶
縁膜（１８）と、ゲート電極に供給されるゲート電圧に
よりソース電極とドレイン電極との間に導通チャンネル
を形成するための半導体層とを更に具備する。このよう
なＴＦＴを保護するために保護膜（１４４）が形成され
て、保護膜（１４４）の上に形成される画素電極（１１
０）は保護膜（１４４）を貫通する接触ホールを通して
ドレイン電極と接続される。画素電極（１１０）が形成
された下部基板（１３ｂ）の上に第１配向膜（１１２）
が形成されて下板（１３１ｂ）が完成される。
【００３９】上板（１３１ａ）の上部基板（１３ａ）
は、その下面に順次形成されたブラックマトリックス
（１１６）、カラーフィルター（１１８）、共通電極
（１４６）及び第２配向膜（１４２）を有する。ブラッ
クマトリックス（１１６）は、上部基板（１３ａ）上に
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マトリックス形態で形成され、カラーフィルター（１１
８）が形成される多数のセル領域で上部基板（１３ａ）
の表面を分けると共に隣接のセル間の光干渉を防止する
役割を果たす。このブラックマトリックス（１１６）が
形成された上部基板（１３ａ）上に赤、緑、青三原色の
カラーフィルター（１１８）が順次形成される。この場
合、三原色のカラーフィルター（１１８）のそれぞれ
は、ブラックマトリックス（１１６）が形成された上部
基板（１３ａ）の全面に、白色光を吸収して特定波長
（赤色、緑色、または青色）の光だけを透過させる物質
を塗布した後、パタニングすることで形成される。ブラ
ックマトリックス（１１６）及びカラーフィルター（１
１８）が形成された上部基板（１３ａ）上に、グラウン
ド電位が供給される透明導電膜である共通電極（１４
６）が形成される。共通電極（１４６）が形成された上
部基板（１３ａ）の上に、第２配向膜（１４２）を形成
して上板（１３１ａ）を完成するようになる。
【００４０】スペーサー（１５）は、上板（１３１ａ）
と下板（１３１ｂ）が合接される前に第１配向膜（１１
２）の上に形成される。上板（１３１ａ）と下板（１３
１ｂ）は、スペーサー（１５）により一定の間隔を維持
するように離隔される。換言すれば、スペーサー（１
５）は、上板（１３１ａ）と下板（１３１ｂ）との間の
間隔が均一に維持されるようにすることで液晶（１１
４）が均一な厚さを有するようにする。
【００４１】タッチパネル（１３２）はポリエチレン・
テレフタルレート（PolyethyleneTerephthalate：ＰＥ
Ｔ）フィルムからなる下部基板（１２０）上に形成され
る第１電極層（１２６）を有する下板（１３２ｂ）と、
下部基板（１２４）の上に形成される第２電極層（１２
７）を有する上板（１３２ａ）と、上板（１３２ａ）と
下板（１３２ｂ）との間に形成されたスペーサー（１２
８）とを具備する。
【００４２】第２電極層（１２７）は、上部基板（１２
４）がスタイラス・ペン（styluspen）または指などに
より所定入力を受ける際に第１電極層（１２６）と短絡
されることで圧力を受ける位置により異なる電流量また
は電圧レベルを有する信号が発生されるように構成され
る。この際、第１及び第２電極層（１２６、１２７）
は、透明電導性物質と、透明電導性物質の上に銀（Ａ
ｇ）を印刷した２層構造で形成される。ここで、透明電
導性物質は、インディウム・ティン・オキサイド（Indi
um－Tin－Oxide：ＩＴＯ）、インディウム・ジンク・オ
キサイド（Indium－Zinc－Oxide：ＩＺＯ）及びインデ
ィウム・ティン・ジンク・オキサイド（Indium－Tin－Z
inc－Oxide：ＩＴＺＯ）の中のいずれか一つで形成され
る。
【００４３】偏光板（１４）は、タッチパネル（１３
２）の下板（１３２ｂ）と液晶パネル（１３１）の上板
（１３１ａ）との間に形成されて液晶パネル（１３１）
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9
を中心に両面で可視光線を直線偏光に変換する。
【００４４】偏光板（１４）とタッチパネル（１３２）
の下板（１３２ｂ）との間には第１接着剤（１１ａ）が
形成されて、偏光板（１４）と液晶パネル（１３１）の
上板（１３１ａ）との間には第２接着剤（１１ｂ）が形
成される。
【００４５】第１接着剤（１１ａ）は、第２接着剤（１
１ｂ）と比較して低い接着力を有する。好ましくは、第
２接着剤（１１ｂ）の接着力が１ｋｇ/２５ｍｍである
場合には、第１接着剤（１１ａ）の接着力は、１ｋｇ/
２５ｍｍ未満となる。このように第１接着力（１１ａ）
が相対的に第２接着力（１１ｂ）より低いために、タッ
チパネル（１３２）を比較的容易に偏光板（１４）から
分離することが可能であり、従来のように偏光板がタッ
チパネルと共に分離されて再分離の作業の遂行及び偏光
板の損傷を防止することができる。
【００４６】図４及び図５を参照して説明すると、タッ
チパネル（１３２）の上板（１３２ａ）には縦方向の縁
に形成されたＸ軸電極（１２７ａ、１２７ｂ）と、Ｘ軸
電極（１２７ａ、１２７ｂ）の中央とタッチコントロー
ラ（１３４）とを接続し、タッチコントローラ（１３
４）に電流量または電圧レベルを有する信号を供給する
信号線（１２８ｃ、１２８ｄ）とを具備する。
【００４７】タッチパネル（１３２）の下板（１３２
ｂ）には、横方向の縁に形成されたＹ軸電極（１２６
ａ、１２６ｂ）と、Ｙ軸電極（１２６ａ、１２６ｂ）の
中央とタッチコントローラ（１３４）とを接続し、タッ
チコントローラ（１３４）に電流量または電圧レベルを
有する信号を供給する信号線（１２８ｃ、１２８ｄ）と
を具備する。この信号線（１２８ａ、１２８ｂ、１２８
ｃ、１２８ｄ）は、電極（１２６ａ、１２６ｂ、１２７
ａ、１２７ｂ）に連結された電極延長線とテイル部で構
成される。
【００４８】このように配置されたタッチパネル（１３
２）は、電極（１２６ａ、１２６ｂ、１２７ａ、１２７
ｂ）の中央から導き出された信号線（１２８ａ、１２８
ｂ、１２８ｃ、１２８ｄ）をタッチコントローラ（１３
４）に連結するためにタッチパネル（１３２）の一側面
から延びている。
【００４９】本発明によるタッチパネル一体型の液晶表
示素子として、タッチパネル（１３２）の下部に形成さ
れる液晶パネル（１３１）の代わりにプラズマ・ディス
プレー・パネル、電界放出素子、エレクトロミネセンス
素子などがを使用してもよい。
【００５０】
【発明の効果】上述したことのように、本発明によるタ
ッチパネル一体型の液晶表示素子は、タッチパネルと偏
光板との間に形成される第１接着剤と、偏光板と液晶パ
ネルとの間に形成される第２接着剤の接着力を異なるよ
うにする。即ち、第１接着剤の接着力が第２接着剤の接
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着力より低く形成される。これにより、タッチパネルの
リペア工程の際にタッチパネルを偏光板から容易に分離
することができて偏光板の損傷を防止することができ
る。
【００５１】以上説明した内容を通して当業者であれば
本発明の技術思想を逸脱しない範囲で多様な変更及び修
正が可能である。従って、本発明の技術的な範囲は、明
細書の詳細な説明に記載された内容に限らず特許請求の
範囲によって定めなければならない。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１はタッチパネルが登載された液晶パネルを
表す図面である。
【図２】図２は図１に図示されたタッチパネルが登載さ
れた液晶パネルを表す写視図である。
【図３】図３は本発明によるタッチパネルが登載された
液晶パネルを表す断面図である。
【図４】図４は図３に図示されたタッチパネルの上に形
成される電極及び信号線を表す図面である。
【図５】図５は図４の電極及び信号線が形成されたタッ
チパネルの上板と下板を分離して表す図面である。
【符号の説明】
４、１４：偏光板
１３ａ、１２４：上部基板
１３ｂ、１２０：下部基板
１５：スペーサー
１６：ゲートライン
１８：ゲート絶縁膜
３１、１３１：液晶パネル
３１ａ、１３１ａ：上板
３１ｂ、１３１ｂ：下板
３２、１３２：タッチパネル
３２ａ、１３２ａ：上板
３２ｂ、１３２ｂ：下板
３３：バックライト
３４、１３４：タッチコントローラ
３５：コンピュータの本体
３６：信号線（ＦＰＣ）
１１ａ、３９ａ：第１接着剤
１１ｂ、３９ｂ：第２接着剤
１１０：画素電極
１１２：第１配向膜
１１４：液晶物質
１１６：ブラックマトリックス
１１８：カラーフィルター
１２６：第１電極層
１２６ａ、１２６ｂ：Ｙ軸電極
１２７：第２電極層
１２７ａ、１２７ｂ：Ｘ軸電極
１２８ａ、１２８ｂ、１２８ｃ、１２８ｄ：信号線
１４２：第２配向膜
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１４４：保護膜 *
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*１４６：共通電極
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及触摸面板和偏振片。 在板之间形成的第一粘合剂和在偏振板与液晶面
板之间形成的第二粘合剂，第二粘合剂比第一粘合剂的粘合强度强。 的
特点是。
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